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沖縄県名護市辺野古・大浦湾は生物多様性豊かな海域であることが、これまでの数々の調

査、研究、普天間飛行場代替施設建設事業の環境アセスメントにより明らかになっている。 
環境アセスメントでは「現在のジュゴンの行動範囲や餌場の利用状況からみて、辺野古地

先の海草藻場へ移動し採食する可能性は小さいと考えられます。」と予測し、それに基づいて

保全策が立てられ、埋立申請がなされた。しかし、この予測に反し、ジュゴンは頻繁に辺野

古・大浦湾の埋立予定地内を利用していることが最近になり判明した。 
この海域では、環境アセスメント終了後にも多分野の研究により、生物の新種や、日本初

記録の生物種など多くの発見が続いている。また、埋立予定地に隣接する辺野古・長島の鍾

乳洞にあるサンゴ礫が付着した鍾乳石は、学術的価値が極めて高い、日本初の事例であるこ

とが確認された。 
さらには、公有水面埋立手続きの過程で、構造物の大きさが大幅に拡大されたり、埋め立

てに用いる海砂採取によって海草藻場に影響が及ぶことなど、環境アセスメントでは予測評

価されていない環境の改変の計画があることも判明した。このように、事業実施に伴う環境

への影響は甚大で、辺野古・大浦湾のみならず、県内外の多くの場所にも影響が及ぶことが

明らかになっている。 
これらは根本的な問題であることから、わたしたちは、埋め立て計画を即時中止し、科学

的な調査を行う時間を確保することを要望する。 
先週公表された研究では、港の浚渫工事のように水質を悪化させる長期にわたる大規模な

工事を行うと、周辺に生息するサンゴも病気にかかりやすくなることが明らかにされた。本

事業は規模が大きく、大量の土砂の移動を伴うので、同様のことが起こる可能性が高い。 
本年秋には、生物多様性条約第 12 回締約国会議が開催される。日本が議長国をつとめた

2010 年に採択された愛知ターゲット目標 10「脆弱な生態系の保全」と目標 12 「絶滅危惧種

の絶滅・減少を防止する」を守れない事業を進めることは国際的にも許されないことである。 
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